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沖地震から Mw 6.2発生までの詳細な地震活動を調べている。その結果、Mw 6.2の地震の震源周辺（北領域）



















群発地震活動を確認することことができる。細かく見ると深さ 2 km付近から活動が開始し、その後深さ 5km
付近で活動が活性化している。一方、震源クラスターの震源は概ねMw 6.2の断層に沿って分布しており走行




るように見える。しかし、深さ 2 kmの領域に静岩圧の流体が存在したとしても深さ 5 kmに移動して地震を
誘発することは困難である。地震波トモグラフィーによって推定されたホアソン比の分布と東クラスターの
震源を比較すると、深さ 5 km 付近に流体が存在することが示唆される。つまり、東クラスターでは表層付








               審   査   の   要   旨 
本論文は、これまで詳細に解析されていなかった臨時の稠密地震観測網で観測された地震波形を用いて、
東北地方太平洋沖地震後に発生した長野県北部のMw 6.2の地震の前震活動を調べ、本地震の破壊核形成過程
を明らかにした。半ば放置されていた臨時の稠密地震観測網の記録を丹念に調べることによって、東北地方
太平洋沖地震の地震動ではなくその余震の地震動によって本領域の破壊核形成が間欠的に加速したことを明
らかにした点で価値が高い研究と言える。 
著者は、まず、データの入手が容易な防災科学技術研究所Hi-net地震観測網を用いた予備的な解析を行い、
長野県北部地域の地震活動の概要を明らかにした。この研究では、長野県北部の Mw 6.2の地震の前震活動に
ついて十分な結果を得ることができなかった。そこで、臨時の稠密地震観測網（ひずみ集中帯の重点的調査
観測・研究プロジェクト）の地震波形にマッチングフィルター法を、テンプレート地震を更新しながら繰り
返し適用することにより、多数の前震の同定に成功している。 
解析結果で注目すべきは、活性化は東北地方太平洋沖地震の余震の表面波通過中に開始している点、活動
領域が断層の走向方向に沿って Mw 6.2震源付近へ移動する点であろう。この結果は、この前震領域の移動は
流体の移動もしくはゆっくり滑り領域の移動を反映している可能性が高く、Mw 6.2の破壊核形成には、東北
地方太平洋沖地震の地震動のみではなく余震の地震動も重要な役割を担っていることを示している。本論文
の成果は、今後の核形成過程のシミュレーションの研究にとって重要な拘束情報を与えるものである。 
以上から、本論文は、高い学術的価値を有し、博士論文としてふさわしい内容であると判断される。 
平成３０年１月２５日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全
員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
